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液晶表示部

①  …チャンネル 2 の測定値表示部

②  …チャンネル 1 の測定値表示部

③  …記録中に点灯します。予約待機中は点滅 ( )します。

④  …記録データ量を表示します。
記録データが 2000 データ毎に目盛りが増えていきます。

[表示状態 ] エンドレスは、  この状態のまま記録を続けます。

ワンタイムは、測定値表示部に FULLが表示され、記録を
停止します。

⑤  …パソコンと通信中に点灯します。

⑥  …電池電圧が低下すると BATマーク (電池寿命警告 )が点灯します。
さらに電池電圧が低下するとスリープ状態になります。点灯後は早目に電池を交換し

てください。

*スリーブ状態では通常の動作を停止します。

⑦ ℃…測定値単位を表示します。

⑧ ENDLESS / ONETIME…記録モードを表示します。
エンドレス : 記録データ数が 8000 個を超えると、1 番古いデータから上書きし、記録

を続けます。

ワンタイム : 記録データ数が 8000 個に到達すると、チャンネル１の測定値表示部に
[FULL]と表示され、記録を停止します。

⑨ JPt100 / Pt100…使用するセンサの種類を表示します。
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その他の液晶表示方法

FULL (フル )
ワンタイムモードでの記録時に、記録データ数が
8000 個に到達すると表示し、以降は記録を停止し
ます。

測定温度範囲オーバ

測定温度が 600℃以上になると測定値表示部に Hi
と表示されます。

* JPt100 の場合は 500℃以上です。

測定温度範囲アンダー

測定温度が -200℃以下になると測定値表示部に Lo
と表示されます。

スリーブ状態

電池電圧が低下すると、測定値等の表示が消え、
電池寿命警告マークのみ点滅表示します。

* マークが点灯している間に電池を交換する
と、記録データの吸い上げができます。
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電池をセットする 

1. 本体背面にある電池フタのロックを図のように矢印の方向へ回し、フ
タを開けます。

2. リチウム電池 (CR2)を＋ /－の向きを間違えないようにセットします。

注意 :
- 新しい電池をセットしてください。

3. 開けた時の手順と逆にロックを回し、フタを閉めます。

電池交換について

1.電池電圧が低下すると液晶にBATマーク (電池寿命警告 )が表示されます。
この段階で電池を交換すると記録の継続ができ、保持されている記録データの吸い上

げができます。

2.さらに電池交換をせず使用を続けると、スリーブ状態になりBATマーク (電
池寿命警告 )が点滅します。
記録データを保護するため自動的にスリープモードになり通常の動作を停止します。

この段階で電池を交換すると、保持されている記録データの吸い上げができます。

3.さらに電池交換をせず放置しておくと、液晶表示が消えます。
完全に電池がなくなると記録データはすべて消失されます。
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温度センサを接続する

1. センサを接続するチャンネルの端子台のネジをゆるめます。
[本体裏面　端子台拡大図 ]

チャンネル 2

チャンネル 1

2. センサの端子を本体に接続します。
*端子台配置図が本体裏面シールに記載されています。間違えないように接続して
ください。

[本体裏面シール ]

[本体背面  センサ接続部 ]

�

チャンネル 2

チャンネル 1

[センサ結線図 ]

一般的に 3線式の白金測温抵抗体は図のように結線されています。端子は、
A / Bの記号または赤色、白色で表示されています。

*４線式センサの場合、Aのリード線１本は未接続で使用します。

3. TR-81に接続したら、端子が抜けないようにネジを締めます。
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ソフトウェアのインストール

*ソフトウェアをインストールする前に本体をパソコンに接続しないでくだ
さい。

1. Windows を起動し、Administrator（管理者）権限でログインします。

2. CD-ROM を CD/DVD ドライブにセットします。

3. [インストールプログラム ]ウィンドウが開きます。
  - [自動再生 ]ウィンドウが表示された場合

  [setup.exe の実行 ]をクリックしてください。

  - [インストールプログラム ]ウィンドウが自動で表示されない場合
  CD/DVDドライブ内の [setup.exe]のアイコンをダブルクリックしてください。

4. 画面の指示に従ってソフトウェアをインストールしてください。
* インストールの途中で、「このデバイスソフトウェアをインストールしますか？」
と画面が表示された場合、[インストール ]ボタンをクリックしてください。

5. インストールが完了すると、Windowsのスタートメニューに” Hi for 
Windows”が登録されます。
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TR-81をパソコンに接続する 

パソコンと通信する場合は、付属のシリアル (RS-232C) 通信ケー
ブルでパソコンに接続します。

*通信時以外は接続しておく必要はありません。

注意 :
- 接続場所が違うと通信ができないので注意してください。
- 通信ケーブルは接触不良が起きないように確実に差し込んでください。
- パソコンに通信ケーブルが接続できない場合は、[ 困ったときは ]（P.22）を参照し
てください。

- パソコンと通信する前に通信ポートの設定を行ってください。詳しくは [Hi for 
Windows]内のヘルプの [ 通信ポートの設定 ]をご覧ください。
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記録開始

記録開始方法には [パソコンによる記録開始 ]と [本体ボタンによ
る記録開始 ]の 2種類の方法があります。
* 予約スタートの設定は、パソコンのみです。

パソコンによる記録開始

パソコンによる記録開始の方法は、Hi for Windows内のヘルプを参照してくだ
さい。

本体ボタンによる記録開始
* 本体ボタンでは記録間隔の設定ができます。その他の設定 (チャンネル名、記録モード、
センサ種類の設定 )はあらかじめパソコンで行ってください。

1. 本体正面にある <INTERVAL>ボタンを、液晶の記録間隔が表示される
まで押し続けます。

- <INTERVAL>ボタンを押す毎に記録間隔が変わります。設定したい間
隔までボタンを押し続けてください。

10分の場合10秒の場合

2. 希望の記録間隔が表示されたら <INTERVAL>ボタンを押すのをやめ、
3秒放置すると測定値表示に戻り、記録間隔の設定が完了します。

3. 本体正面にある <REC/STOP>ボタンを液晶の RECマークが点灯する
まで押し続けると、記録を開始します。

注意：
- 記録を開始すると、本体内部に保持されている記録データはすべて消去されます。
- 予約待機中に <REC/STOP>ボタンを RECマークが点灯するまで押し続けると、
即座に記録を開始します。
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記録停止方法

記録中に本体正面にある <REC/STOP>ボタンを液晶の RECマークが消灯す
るまで押し続けると、記録が停止します。

記録中に記録間隔の確認をする
<INTERVAL>ボタンを押すと、設定されている記録間隔が表示されます。

注意：
-記録中は記録間隔の変更はできません。
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困ったときは

* Hi for Windowsに関する Q&Aは、ソフトウェア内のヘルプを参照してく
ださい。

Thermo Recorder TR-81に関する Q&A

Q: シリアルポートがないパソコンで通信する方法はありますか？
A: パソコンにシリアルポートがない場合は、USBシリアル変換ケーブルを
使い USBで通信してください。 
 
動作確認済み USBシリアル変換ケーブル 
[ラトックシステム社 REX-USB60F] 

Q: 比較校正を依頼できますか ?

A: 弊社にて比較校正サービスを行ってます。弊社Webサイトを参照してい
ただくか、営業部へお問い合わせください。

Q: 液晶表示部に電池の残量表示はありますか ?

A: 電池の容量が少なくなると、液晶に電池寿命警告が表示されます。

Q: 記録中に電池の交換は可能ですか ?

A: 30秒以内で有れば、記録中でもスイッチを切らずに交換できます。
 電池の交換中に本体ボタンを押してしまうと必要以上に電池が消耗して
しまうので、ご注意ください。
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Q: 電池の使用可能期間とは、どのような使用環境のときですか ?

A: 新品の電池にて常温中での使用の場合です。低温域での使用は電池寿命
が短くなります。

電池の低温特性の詳細は使用する電池のメーカーにお問い合わせください。

Q: 製品本体に寿命はありますか？
A: 電源の電池以外は、定期消耗部品は有りませんが、液晶表示器は低温 /
高温を繰り返すと寿命が短くなります。

常温での使用で約 5年位を目安としてください。

Q: 記録データのバックアップはされていますか？
A: 完全に電池の残量がなくなるまでデータのバックアップしています。
記録中に電池容量が少なくなった場合、電池寿命警告を表示し、さらに
電池容量が少なくなると、記録を停止してデータをバックアップします。
また電源を OFFにした場合の記録データもバックアップしています。

Q: 屋外で使用したいのですが、本体に防水、耐湿、耐塵性はありますか?

A: ありません。
野外に放置される場合は、ビニール袋、ラップ等で包んで乾燥剤を入れ
使用される事をおすすめします。

Q: 本体の耐熱温度はどの位ですか ?

A: カタログや製品説明に記載していますが、-10～ +60℃の範囲で使用し
てください。

液晶表示は、-10℃より温度が下がると表示が見えにくくなります。また、 
+80℃を越えると黒くなりますが記録はされています。 
湿度は、相対湿度 90%以下の環境でご使用ください。

Q: 記録動作中、どの程度の振動に耐えられますか ?

A: 例として、走行する自動車内での振動程度は問題有りません。
これが悪路を走行するトラックのシャーシに、直接取り付ける様な例で
は、問題があります。電池端子が振動により電池と接触出来ない状態が
頻繁に発生すると、電源が一時的に OFFとなり初期状態に戻ってしま
い記録データが失われます。
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Q: サンプリングタイムはどの位ですか ?

A: 各チャンネル毎に以下の通りとなっております。
記録間隔 サンプリングタイム

1秒 1秒に 1回測定し、4秒前からの平均測定値を記録

2秒以上 2秒に 1回測定し、8秒前からの平均測定値を記録

Q: リアルタイム通信で測定できますか？
A: TR-81は、単体でデータを収録できることを特徴としていますので、Hi 

for Windowsではリアルタイム処理は行っていません。

通信仕様を公開しておりますので、お客様独自にてソフトウェアを作成
して頂くことで実現は可能です。通信仕様公開に関するお問い合わせは、
弊社営業部までお願いいたします。

Q: 1回目の測定で 1～ 100ポイント、2回目の測定で 101～ 300ポイ
ントというように、断続的な使用は可能ですか ?

A: 出来ません。
常に 1ポイント目からの記録開始となります。スタートボタンが押される
と、常に前回のデータを全て消去して記録開始する仕様です。

Q: 記録データに所々不安定な記録があるのですが ?

A: 電池の容量が残り少ない場合、記録中にパソコンへのデータ吸い上げを
行うと、測定が不安定になることが希に起こります。電池の寿命にご注
意ください。

Q: 記録データ一覧の項目などが正しく表示 /印刷されないのですが ?

A: 記録データ一覧の一部が正しく表示 /印刷されません。T&D Graphをイ
ンストールしてお使いください。 
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温度センサに関する Q&A

Q: どのようなセンサが使用できますか ?

A: 3線式、４線式の白金測温抵抗体 (Pt100または JPt100)が使用できます。
 オプション温度センサを用意しております。ご購入については弊社Web
サイトを参照していただくか、営業部へお問い合わせください。

Q: センサの取付取外しに手間がかかるのですが ?

A: オプションのセンサ中継ユニット TR-08P1 を使用してください。コネク
タを付け外しするだけで、簡単にセンサの取外しができます。

 ご購入については弊社Webサイトを参照していただくか、営業部へお問
い合わせください。

Q 温度センサの熱時定数とは何ですか ?

A: 日本の JIS規定によるセンサの応答時間を示す目安です (被測定物に挿
入する前の温度と被測定物との温度差の 63.2%に達する時間 )。

Q: Pt100、JPt100とは何ですか ?

A: JISに規定されている、0℃の時に 100Ωを示す白金測温抵抗体です。
Pt100と JPt100では特性が異なります。 



24

製品仕様

Thermo Recorder  TR-81

測定要素 温度

測定チャンネル数 2チャンネル

測定範囲 -200～ 600℃ (Pt100) 
-200～ 500℃ (JPt100)

測定精度 
（センサ含まず）

± 0.3℃ [-200～   80℃ ]
± 0.5℃ [   80  ～ 450℃ ]  
± 1.0℃ [ 450  ～ 600℃ ]

測定・表示分解能 0.1℃

使用センサ 白金測温抵抗体 Pt100/JPt100（３線式、4線式）(*1）                    

（同時使用は不可）

測定電流 1mA

記録間隔 1, 2, 5, 10, 15, 20, 30 秒  1, 2, 5, 10, 15, 20, 30, 60 分 
合計 15 通りから選択

記録容量 8000データ× 2チャンネル

記録モード エンドレスモード :記録容量がいっぱいになると先頭のデータに 
 　　   上書きして記録
ワンタイムモード :記録容量がいっぱいになると記録を停止

液晶表示 測定値 / 測定記録状態 / 記録データ量 / 通信状態 / 電池寿命警告 / 
単位 / 使用センサ / 記録モード / 測定範囲オーバー

電源 リチウム電池 (CR2) 1本

電池寿命 約 5～ 8ヶ月　使用環境、電池の性能による

インターフェイス シリアル (RS-232C)通信

通信速度 9600bps (吸い上げ時間：データフルで約 40秒 )

本体寸法 H123 ㎜× W58 ㎜× D33 ㎜ (突起部を除く )

本体質量 約 132 g (リチウム電池 1 本を含む )

本体動作環境 温度 : -10～ 60℃
湿度 : 90%RH以下 (結露しないこと )

*1　4線式センサの場合、1本は未接続で使用します。
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Hi for Windows

対応機種 TR-81

チャンネル数 8チャンネル　同時表示 /処理 (4台分 )

通信機能 記録スタート (即時 / 予約 ) / 記録停止 / 本体設定値読み込み (チャンネル名 / 
記録間隔 / 記録モード 設定可能 ) / 記録データの吸い上げ

その他の機能 シリアルポートの設定

温度グラフ

グラフ チャンネル毎の温度の折れ線グラフ表示 (マウス、キーボードによるグラフの 
拡大 /縮小 /スクロール 表示可能 ) / チャンネル毎の表示カラー変更 / チャンネル
毎の表示切り替え (表示 /非表示 )

データ チャンネル名 / 記録間隔 / データ数 / 最高値 / 最低値 / 平均値 / 単位 / 任意な 2点
(ABカーソル位置 )の温度と日時 / 任意な 2点（ABカーソル位置）間の温度差
の算出値

ファイル出力 専用データファイル出力 / テキストファイル (CSV等 )出力 
(指定範囲 :期間のファイル出力可能 )

印刷 グラフ印刷 / データ一覧印刷

その他の機能 データ一覧表示 / 計算範囲 (期間 )設定 / 記録条件の編集 / チャンネル毎のデータ
削除 / チャンネル毎のデータ並び替え / 縦軸フルスケール設定

動作環境

対応 OS(*1) Microsoft Windows 10  32/64bit 日本語
Microsoft Windows 8 32/64bit 日本語
Microsoft Windows 7 32/64bit 日本語
Microsoft Windows Vista 32bit (SP1以降 )日本語

PC シリアル通信 (RS-232C D-sub 9ピン )が使用可能

*1 インストール時、Administrator (パソコンの管理者 ) の権限が必要になります。

上記仕様は予告なく変更することがあります。
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オプション : Ptセンサ

センサ素子 Pt100 測定精度 ± (0.15 + 0.002× t ) ℃
  t = 測定温度の絶対値JIS 階級 A 級

規定電流 2 mA 防水性能 なし 
（ステンレス保護管部分は防水）絶縁抵抗 DC500V 10MΩ

導線 3 線式

　

　

センサ型番：

 センサタイプ   ステンレス保護管径   ステンレス保護管長   ケーブル長 を選
択し、数字を充てたものが製品型番となります。

  センサタイプ

TR- 81 0 0
測定範囲 : -50 ～ 200℃
熱時定数 :撹拌水中約 4.5 秒 ②① ③

TR- 81 1 0
測定範囲 : -200 ～ 350℃
熱時定数 :撹拌水中 約 2 秒

②① ③
TR- 81 2 0
測定範囲 : -200 ～ 600℃
熱時定数 :撹拌水中 約 2 秒

TR- 81 3 0  （ハンディータイプ）

測定範囲 : -50  ～ 200℃
熱時定数 :撹拌水中 約 2.5 秒

④① ③

熱時定数はセンサ保護管径がΦ 3.2 の場合です。
①ステンレス保護管 (SUS316)②フッ素樹脂被覆電線 ③圧着端子④ビニール被覆電線 
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  保護管径

センサタイプ

保護管径 TR-8100 TR-8110 TR-8120 TR-8130

φ 2.0 × ○ × ×

φ 2.3 ○ ○ × ×

φ 3.0 ○ ○ × ×

φ 3.2 ◎ ◎ ◎ ◎

φ 4.8 ○ ○ ○ ○

φ 6.0 ○ ○ × ×

φ 6.4 × × ○ ×

単位：mm　 ◎：推奨、○：製作可、×：製作不可

  保護管長（50～ 2000 mm ）

50～ 2000 mmの範囲（50 mm単位で選択）

保護管長が 1,500 mmを超える場合は送料が割増料金になります (TR-8120をのぞく )。

  ケーブル長（1～ 99 m ）

1～ 99 mの範囲（1 m単位で選択）

センサ型番例

例 1:  TR-8100、保護管φ 2.3 / 50 mm、ケーブル長 5 mの場合

　　  型番 TR-8100-2.3-50-5M

例 2 : TR-8120、保護管φ 3.2 / 1500 mm、ケーブル長 : 20 mの場合

　　  型番 TR-8120-3.2-1500-20M

・このセンサは受注生産のため、できあがりまで約 4週間ほどかかります。
・ 送料と消費税が別途かかります。料金などの詳細は弊社Webサイトでご確認ください。
・サーミスタ（温度検知部）は先端のごく一部分に組み込まれています。

・TR-8110,  TR-8120は別途料金にてスリーブ、ケーブル部の防水加工が可能です。加
工に伴い、スリーブ、ケーブル部の直径は 4mm程度太くなり、ケーブル部の材質が
シリコン被覆電線となります。

・TR-8110,  TR-8120は別途料金にてスリーブからケーブル部に 50mm程度のシリコン収
縮チューブを追加し、強度を上げることができます。防水加工を追加したセンサにさら

にシリコンチューブ補強し、防水効果を高めることができます。

・TR-8120は保護管部分を曲げて使用することができます。その場合は保護管径の３倍
の R （半径）をつけてください。ただし先端から約 70mmまでの範囲は曲げないよう
にしてください。
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オプション : フィルムセンサ

センサ素子 Pt100 測定精度 ± (0.15 + 0.002× t ) ℃
  t = 測定温度の絶対値JIS 階級 A 級

規定電流 2 mA 防水性能 なし

絶縁抵抗 DC500V 10M フィルム材質 ポリイミドフィルム

導線 3 線式

　
センサ型番：

 センサタイプ   フィルム長   ケーブル長 を選択し、数字を充てたものが製品
型番となります。

   センサタイプ

TR- 819 0
測定範囲 : -40 ～ 350℃
フィルム :厚 0.4 mm,  幅 8.0 mm
感温部 : 15 mm

フッ素被覆 
ヨリ線

圧着端子TR- 819 1 
測定範囲 : -200 ～ 600℃
フィルム : 厚 0.2 mm,  幅 5.0 mm
感温部 : 5 mm

  フィルム長（50～ 300 mm ）

50～ 300 mmの範囲（50 mm単位で選択）

  ケーブル長（1～ 99 m ）

1～ 99 mの範囲（1 m単位で選択）
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センサ型番例

TR-8190、フイルム長 100mm、ケーブル長 50mの場合

型番 TR-8190-100-50M

・このセンサは受注生産のため、できあがりまで約 4週間ほどかかります。
・ 送料と消費税が別途かかります。料金などの詳細は弊社Webサイトでご確認ください。
・TR-8190, TR-8191は別途料金にて防水加工が可能です。加工に伴いフィルム、スリー
ブ、ケーブルの全てが水中連続使用が可能となります。フィルムはフッ素樹脂でモー

ルドされ、厚みが +0.5mm、幅が +0.8mmとなります。氷点下の環境で使用する場合
は防水加工することをおすすめします。



30

オプション : センサ中継ユニット

TR-08P1 
センサと TR-81をワンタッチで着脱できます。

使用環境：-10 ～ 60℃・90％ RH 以下
寸法 : H42mm × W32mm × D33mm（突起部除く）
質量 :約 70g
付属品 : 接続ケーブル（30 cm） ,取扱説明書

センサ中継ユニット

TR-08P1

センサ
接続ケーブル

（付属品）

使用イメージ
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製品に関するお問い合わせ先

株式会社 ティアンドデイ
〒 390-0852長野県松本市島立 817-1
Tel : 0263-40-0131  Fax: 0263-40-3152  

お問い合わせ時間 : 月曜日～金曜日 9:00-12:00/13:00-17:00 (弊社休日は除く )

Webサイト
http://www.tandd.co.jp/




